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Vol.40 2023.6 

※今月寄稿していただいた 

保 萌生さんの写真です。 



 

 

保 萌生 

 

年が明け少し落ち着いた頃、1 限から授業があったので大学に向かっている

と、約 2年ぶりにせき損センターの OT〇〇さんから連絡があった。内容は「保

くん、久しぶりー！せき損の広報誌の依頼をお願いしてもいい？」とのこと。「来

週からテスト期間だし、レポートもあるのに面倒くさ！結婚したのも人伝いで

聞いたぞ！」と思いながらも、お世話になったし断りきれずに了承。そして今、

春休みにするスイッチの時間が奪われ、執筆しながらとても後悔している。 

 

2017年の 3月、15歳の頃に海に頭から飛び込み頚髄を損傷。そして 1年

間のリハビリを経て、高校に復学。今、振り返ってみると、3年間の高校生活は

あまりいい思い出がない。学校という同じ年代の人が集まった空間にいると、常

日頃から自分が障害者であるということを強く感じざる負えず、自分の状態を

他者と過去の健常者だった頃の自分

と比較し、苦しむことが多くなって

いった。そもそも入院で 1年のラグ

が存在したため、留年した先のクラ

スに馴染むのに時間がかかったし、

教室でうんこは漏らすし、行事はほ

ぼ参加できないしで、学校に通うの

はあまり好きではなかった。しかし、多くの友人や恩師と出会えたことや、生徒

会長になってさまざまな活動をしたこと、受験をして大学に合格したことを考

えると、トータルではプラスだったか

なと思う。  

 それからすぐ、入学する前に大学を

休学し、大分の自立支援センターに入

所。当時の状態では充実した大学生活

を送れないだろうと思い、前から入所

を決めていたのだが、ここでの 1 年



はたくさんのものを得ることができた。新た

な動作はもちろんだが、一生物の友人や色々

な情報を手に入れることができた。今までの

自分は、勝手にできることの範囲を決めつけ、

さまざまなことを諦めていたが、自分とほと

んど同じレベルの先輩や施設のスタッフから

たくさんのことを教えてもらい、自分の世界

を広げることができた。他にも施設内は車いすで生活できる環境が整っている

ため、快適に過ごしやすく、友人とお酒を飲んだり、ゲームをしたり、外へ出か

けたりと、とても楽しく過ごすことができた。そして 1 年間のリハビリを経て

大学へ入学。それからちょうど１年経ち、今

は春休みなのだが、大学での生活はそんなに

悪くない。友人も割とすぐにできたし、大学

もほぼバリアフリーなため、そこまで不自由

なく大学に通えている。学生ボランティアと

いうサークルに入ってボランティアの活動

をしたり、学祭の実行委員になったりと、で

きなくて悔しい思いをすることも多々あるが、割と充実した大学生活を送れて

いる。と思う。家では兄と 2 人で暮らしており、ヘルパーさんと訪問看護師さ

んに入浴や排泄をサポートし

てもらいながら生活をしてい

る。と…怪我から今までのこと

を書き連ねてきたが、家族や友

人、病院や施設のスタッフな

ど、周りのたくさんの人たちの

支えがなければ、ここまでこれ

なかったと思う。そしてこれか

らも周りの人に感謝しながら、

生活を楽しんで生きていきたい。 

最後に、自分のこれまでを振り返ってみて思い出したが、せき損センターの看

護師さんはかわいかったな～。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


